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第
五
十
七
条
の
二
の
三

特
別
区
の
存
す
る
区
域
及
び
市
町
村
に
お
い
て
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
法
人
の
法

第
七
百
三
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
百
二
十
一
条
の
八
第
二
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
都
民
税
の

法
人
税
割
額
か
ら
控
除
す
べ
き
控
除
対
象
所
得
税
額
等
相
当
額
（
同
項
に
規
定
す
る
控
除
対
象
所
得
税
額
等
相
当

額
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
個
別
控
除
対
象
所
得
税
額
等
相
当
額
（
同
項
に
規
定
す
る
個
別

控
除
対
象
所
得
税
額
等
相
当
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
第
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

当
該
事
業
年
度
又
は
連
結
事
業
年
度
の
控
除
対
象
所
得
税
額
等
相
当
額
又
は
個
別
控
除
対
象
所
得
税
額
等
相

当
額
の
う
ち
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
六
条
の
九
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
法
人
税
の
額
及
び
同
条
第
十
項
に

規
定
す
る
所
得
地
方
法
人
税
額
の
合
計
額
又
は
同
法
第
六
十
八
条
の
九
十
三
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
法
人
税

の
額
及
び
同
条
第
十
項
に
規
定
す
る
所
得
地
方
法
人
税
額
の
合
計
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
税
の
控
除

額
」
と
い
う
。）を
超
え
る
部
分
の
額
が
当
該
事
業
年
度
又
は
連
結
事
業
年
度
の
法
第
五
十
三
条
第
二
十
五
項
に

規
定
す
る
法
人
税
割
額
（
次
号
に
お
い
て
「
道
府
県
民
税
の
法
人
税
割
額
」
と
い
う
。）以
下
で
あ
る
場
合

当

該
国
税
の
控
除
額
を
超
え
る
部
分
の
額
か
ら
同
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
控
除
対
象
所
得
税

額
等
相
当
額
又
は
個
別
控
除
対
象
所
得
税
額
等
相
当
額
を
控
除
し
た
額

二

当
該
事
業
年
度
又
は
連
結
事
業
年
度
の
控
除
対
象
所
得
税
額
等
相
当
額
又
は
個
別
控
除
対
象
所
得
税
額
等
相

当
額
の
う
ち
国
税
の
控
除
額
を
超
え
る
部
分
の
額
が
当
該
事
業
年
度
又
は
連
結
事
業
年
度
の
道
府
県
民
税
の
法

人
税
割
額
を
超
え
る
場
合

次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

イ

当
該
事
業
年
度
又
は
連
結
事
業
年
度
の
道
府
県
民
税
の
法
人
税
割
額
に
相
当
す
る
控
除
対
象
所
得
税
額
等

相
当
額
又
は
個
別
控
除
対
象
所
得
税
額
等
相
当
額
か
ら
法
第
五
十
三
条
第
二
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
控
除
対
象
所
得
税
額
等
相
当
額
又
は
個
別
控
除
対
象
所
得
税
額
等
相
当
額
を
控
除
し
た
額

ロ

当
該
事
業
年
度
又
は
連
結
事
業
年
度
の
控
除
対
象
所
得
税
額
等
相
当
額
又
は
個
別
控
除
対
象
所
得
税
額
等

相
当
額
の
う
ち
国
税
の
控
除
額
及
び
道
府
県
民
税
の
法
人
税
割
額
の
合
計
額
を
超
え
る
部
分
の
額
（
法
第
三

百
二
十
一
条
の
八
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
法
人
税
割
額
に
相
当
す
る
額
を
限
度
と
す
る
。）か
ら
同
項
の
規

定
に
よ
り
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
控
除
対
象
所
得
税
額
等
相
当
額
又
は
個
別
控
除
対
象
所
得
税
額
等
相
当

額
を
控
除
し
た
額

第
五
十
八
条
中
「
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
二
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
十
七
の
三
」
に
、「
第
十
五
条
の
十
一
」

を
「
第
十
五
条
の
十
二
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
条
の
二
の
二
第
一
項
中
「
第
六
十
五
条
、
第
七
十
二
条
の
四
十
五
の
二
及
び
第
三
百
二
十
七
条
」を「
第

六
十
五
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
七
十
二
条
の
四
十
五
の
二
第
一
項
並
び
に
第
三
百
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
四

項
」
に
、「
同
項
」
を
「
法
附
則
第
三
条
の
二
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
十
五
条
、
第
七
十
二
条
の

四
十
五
の
二
及
び
第
三
百
二
十
七
条
」
を
「
第
六
十
五
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
七
十
二
条
の
四
十
五
の
二
第
一

項
並
び
に
第
三
百
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
第
一
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
当
該
家
屋
」
を
「
当
該
従
前

の
家
屋
」
に
改
め
、「
第
六
条
第
二
項
」
の
下
に「（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加

え
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

22

法
附
則
第
十
一
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
低
未
利
用
土
地
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
同
項
に
規
定
す
る

低
未
利
用
土
地
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

一

法
附
則
第
十
一
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
低
未
利
用
土
地
権
利
設
定
等
促
進
計
画
に
記
載
さ
れ
た
当
該
低
未

利
用
土
地
の
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
百
九
条
の
六
第
二
項
第
五
号
に
規

定
す
る
利
用
目
的
が
同
法
第
四
十
六
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
居
住
者
等
利
用
施
設
の
う
ち
総
務
省
令
で
定
め

る
も
の
の
用
に
供
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

法
附
則
第
十
一
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
者
が
当
該
低
未
利
用
土
地
を
取
得
し
た
日
前
十
年
の
期
間
内
に
都

市
再
生
特
別
措
置
法
第
八
十
一
条
第
十
項
に
規
定
す
る
権
利
設
定
等
（
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
る
権
利
の
移
転
を

除
く
。）が
行
わ
れ
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

23

法
附
則
第
十
一
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
不
動
産
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
不
動
産
以
外
の
不

動
産
と
す
る
。

一

事
務
所
の
用
に
供
す
る
不
動
産

二

宿
舎
（
業
務
上
宿
舎
を
使
用
す
べ
き
義
務
が
あ
る
者
が
使
用
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
宿
舎
を
除
く
。）の
用

に
供
す
る
不
動
産

三

職
員
の
福
利
及
び
厚
生
の
用
に
供
す
る
不
動
産

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
他
の
者
に
貸
し
付
け
る
不
動
産

附
則
第
九
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
次
項
」
の
下
に
「
及
び
次
条
」
を
加
え
、「
同
条
第
四
項
」
を
「
法
附
則
第

十
一
条
の
四
第
四
項
」
に
、「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
改
修
工
事
を
」
を
「
住
宅
性

能
向
上
改
修
工
事
を
」
に
改
め
る
。

附
則
第
九
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
附
則
第
十
一
条
の
四
第
六
項
の
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
）

第
九
条
の
四

法
附
則
第
十
一
条
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、

住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

当
該
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
を
譲
渡
す
る
法
附
則
第
十
一
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
宅
地
建
物
取
引

業
者
（
次
号
に
お
い
て
「
宅
地
建
物
取
引
業
者
」
と
い
う
。）が
国
土
交
通
大
臣
が
総
務
大
臣
と
協
議
し
て
定

め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
が
国
土
交
通
大
臣
が
総
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
地
震
に
対
す
る
安
全

性
そ
の
他
の
品
質
又
は
性
能
に
係
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

宅
地
建
物
取
引
業
者
と
特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の
履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第

六
十
六
号
）
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
法
人
と
の
間
に
当
該
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
の
瑕
疵
を
担

保
す
べ
き
責
任
の
履
行
に
関
し
国
土
交
通
大
臣
が
総
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
保
証
保
険
契
約
が
締
結
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

附
則
第
五
条
の
三
中
「
、
租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
十
六
号
）
附
則
第
十

四
条
第
二
項
」
を
「
、
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
号
）
附
則
第
八
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
第

四
十
二
条
の
五
第
五
項
、
租
税
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
十
六
号
）
附
則
第
十
四

条
第
二
項
」
に
、「
に
は
、」を
「
に
お
け
る
」
に
改
め
、「
上
欄
に
掲
げ
る
」
の
下
に
「
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
」
を
、「
字
句
は
、」の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、「
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
」
を
削
り
、
同
条
の
表

第
八
条
の
六
第
一
項
及
び
第
七
項
、
第
八
条
の
十
三
第
一
項
、
第
八
条
の
十
七
第
一
項
、
第
八
条
の
二
十
第
一
項
並

び
に
第
八
条
の
二
十
三
第
一
項
の
項
及
び
第
八
条
の
六
第
二
項
第
一
号
の
項
中
「
第
四
十
二
条
の
十
第
五
項
」
の
下

に
「
、
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
号
）
附
則
第
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
二
条
の
五

第
五
項
」
を
加
え
る
。

附
則
第
六
条
の
二
第
三
項
中
「
収
入
金
額
は
、」の
下
に
「
同
項
に
規
定
す
る
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
附
則

第
九
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
に
規
定
す
る
政
令
」
を

「
附
則
第
九
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
に
規
定
す
る
政

令
」
に
、「
、
同
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
」
を
「
、
こ
れ
ら
の
規
定
」
に
、「
法
附
則
第
九
条
第
十
七
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
に
規
定
す
る
そ
の
他
」
を
「
事
業
税
を
課
さ
れ
な
い

事
業
及
び
法
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
以
外
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
附
則
第
九
条
第

十
九
項
」
を
「
附
則
第
九
条
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
附
則
第
九
条
第
二
十
一
項
」
を
「
附
則
第
九

条
第
二
十
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

法
附
則
第
九
条
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
収
入
金
額
は
、
電
気
供
給
業
を
行
う
法
人
が
、
同
項

に
規
定
す
る
卸
電
力
取
引
所
を
介
し
て
自
ら
が
供
給
を
行
つ
た
電
気
の
供
給
を
受
け
て
、
当
該
電
気
の
供
給
を
行

う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
人
が
当
該
供
給
を
受
け
た
電
気
の
料
金
と
し
て
支
払
う
べ
き
金
額
に
相
当
す
る
収
入

金
額
と
す
る
。

附
則
第
六
条
の
七
中
「
国
税
（
以
下
本
条
」
を
「
国
税
（
以
下
こ
の
条
」
に
、「
。
以
下
本
条
」
を
「
。
以
下
こ
の

条
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
本
条
」
を
「
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
、
第
三
号
又
は
第
五
号
」
を

「
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は
第
六
号
」
に
改
め
る
。
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